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商売をする上で損得勘定は必須であろう。一つの行動に対しどれだけ損得があった

か分からなければ検証も改善も出来ない。しかし、損得にとらわれ過ぎるのも如何なも

のかと思う。

商売は、価値の等価交換が理想だと考えている。売る物の価値（商品力、付加価値、

サービス、利便性等）と買う側の価値（料金、信用、将来性、広告効果等）が釣り合った

とき、お互い有益な売買が成立するのではないだろうか？

当然、価値は人によって違うし、需要と供給、場所、タイミングによって変動するものな

のでピッタリ同じとは行かないが、近づけるために基準を設けたり情報収集したりと、

皆、研鑽しているのだと思う。

このバランスが大きく崩れると、得する側と損する側に分かれるが、得をしたいがため

に敢えてそうしている人もいる。商品を必要以上に高く売る人、必要以上に値切る人、こ

うして得した事を自慢げに話す人がいるが、その話を聞いたとき、この人とは商売したく

ないなと思う。

商売をしている以上、利益を出すために有利な条件で取引しようとするのは当然だ

が、やり過ぎると相手も対策を立ててくる。そうなると探り合い、化かし合う関係になっ

ていくか、関係自体が無くなってしまうだろう。

先を考えるなら、一時の損得にとらわれるより相手との信頼関係を築く方が、遥かに

得るものが大きくお互いにとって得になるのではないだろうか？

また、私生活においても、常に自分の損得で考える人間と損得抜きで他人に接してい

る人間では、どちらが豊かな人生を送っているかは一目瞭然だろう。

北海道印刷工業組合理事　矢吹 英俊
株式会社ホクラミ　代表取締役

損得勘定
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北海道情報·印刷文化典次期開催地
旭川支部に決定
平成26年度第4回理事会開催

平成26年度第4回理事会が、7月18日午後1時30分から、札幌市中央区のエイト会館で全道
から理事14人と監事2人が出席して開催され、事業スケジュール、第30回北海道情報·印刷文
化典札幌大会記念式典運営方法、第31回北海道情報·印刷文化典開催地などを決定した。

理 事会は、5月の改選後、最初の理事会となるた
め、出席者全員の自己紹介が行われたあと、板

倉理事長が、道内各地からの出席にお礼を述べ「新
体制になって1回目理事会である。日頃より組合活動
で理事の皆さんに大変お世話になっている。今後と
も引き続きよろしくお願いしたい。今日は報告事項、
議事のあと、改めてお願いしたいこともあるのでよろ
しくお願いしたい」とあいさつを述べた。
最初に、報告事項として、⑴事業実施状況について、
北印工組の事業、全印工連の事業、関連団体の事業に
大別して、本年度のこれまでの活動状況について説明
された。⑵財務状況について、6月末の第1四半期の
財務状況について説明された。
次に議事に入り、
1 平成26年度事業スケジュールについて、第30回北
海道情報·印刷文化典札幌大会の開催、組織の拡
大、広報活動の強化、明日に向かって「魅力ある業
界づくり運動」の展開、「印刷の月」行事の取り組
み、共済事業への加入促進、福利厚生事業の実施、
組織・財政状況の検討の8本を柱とした事業の実
施スケジュールが説明され、承認された。
2 第30回北海道情報·印刷文化典札幌大会について、

これまでの本大会を記念式典として、支部の意見発
表を行わないことを決定した。
記念式典の式次第は、開会、物故者に対する黙
祷、印刷産業人綱領唱和、歓迎あいさつ、来賓紹介、
参加支部紹介、大会長あいさつ、来賓祝辞、祝電披
露、永年勤続優良従業員表彰、受賞者代表謝辞、文
化典宣言提案、文化典宣言採択、次期開催地発表、
次期開催地あいさつ、閉会となる。
また、板倉理事長から、文化典の趣旨を理解いた
だき、今一度各支部で参加者を募ってほしいと要請
が行われた。
3 第31回北海道情報·印刷文化典開催地について、3
年後の2017年に開催する第31回北海道情報·印
刷文化典の開催地を旭川支部と決定した。
4 平成26年度全印工連組合功労者顕彰候補者につ
いて、役員経歴10年以上が対象者となり、その条件
を満たす板倉清氏（札幌支部）と米澤正喜氏（小
樽支部）の2名を推薦することとした。
表彰は、10月24日に京都市で開催される2014
全日本印刷文化典京都大会の記念式典行われる。
5 組合員との取引については、平成26年度組合員名
簿の作製を全組合員の呼びかけを行ったところ、
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平成26年度 第4回理事会

11社から応札があり、組合員との
取引内規に基づき、株式会社アイ
ワードに発注することを決定した。
6 新規加入組合員の承認について、
北斗徽章株式会社（札幌支部）の
加入を承認した。
以上で議事を終了した。

つづいて、十勝支部が行った地元
紙商3社への「用紙価格のついての
質問」について、野津十勝支部長から
説明が行われた。
用紙価格は、十勝地区では2013
年以降2回の価格改定が行われ計25
円／kgの値上げが実施され、それが全国では変動し
ている状況にあるが、十勝地区は現在も25円／kg値
上げのまま推移しているなかで、昨年末さらに10円/
kgの値上げが行われているが、札幌地区等では実施
されていない状況にある。
他地区では価格が軟化して価格復元としての価格
改定は行われているが、十勝地区は下がっていない。

このような状況から、①過去の各地区の価格変動
（時間の経過とともに開く価格差）、②今回の値上げ
に関しての札幌地区での値上げの状況についての質
問を行い、文書回答を求めた。
野津支部長によると。3社ともに文書回答は容赦し

てほしいという申し出があり、各社との個別交渉に応
じると口頭で回答があったと説明された。
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「印刷経営·技術研修会」のご案内
～「縦のワンストップサービス」・「横のワンストップサービス」～

北海道印刷工業組合は、「印刷経営·技術研修会」を開催する。

北 海道印工業組合は、リコージャパン株式会社の
協力を得て、講師に株式会社バリューマシーン

インターナショナル取締役副社長の宮本泰夫氏を招
き、「印刷経営·技術研修会」を開催する。

今年は、「縦のワンストップサービス」および「横
のワンストップサービス」の考え方に焦点をあて、印
刷ビジネス拡大を目指して開催する。

1. 日 時 平成26年9月4日㈭　午後3時～午後4時15分

2. 会 場 アクセスサッポロ　2Fレセプションホール（札幌市白石区流通センター4丁目3番55号）

3. テーマ 「2つのワンストップサービスから印刷ビジネス拡大を目指す！」～既存ビジネスの隣に解がある～

4. 講 師 株式会社バリューマシーンインターナショナル　取締役副社長　宮本泰夫 氏

5. 内 容 印刷市場が縮小する中、印刷会社においてはソリューションビジネス提供型への転換やトータルサー
ビス・ワンストップサービス化を推し進めるという動きが活発化している。
しかしながら、ただやみくもに思いついたことやお客様から求められた範囲のことを行ってもビジネ
スとして根付くのは難しいと考える。
本セミナーでは、バリューマシーンインターナショナルオリジナルである「縦のワンストップサービ
ス」および「横のワンストップサービス」の考え方に焦点をあて、印刷ビジネス拡大のシナリオを
考える。

6. 受講料 無　料

7. 定 員 80人（申込先着順）

講師紹介

宮本泰夫 氏／株式会社バリューマシーンインターナショナル 取締役副社長

1993年より東洋インキ製造株式会社、HP Indigo社製デジタルオンデマンド印刷機
の技術、アプリケーション開発、ソリューション開発ならびにデジタルフロントエンドの
企画、開発を担当。2001年より印刷系ITベンチャーにてシステム開発、ソリューショ
ン開発責任者としてオンデマンド印刷のアプリケーション開発に従事、2003年同社退
職し、バリューマシーンを設立、現在に至る。
クロスメディア・ソリューション研究会運営理事、JPC（日本パブリッシング協会）
POD委員会副委員長、情報工学修士。
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第20回北海道青年印刷人フォーラム
平成26年度全国青年印刷人協議会北海道ブロック協議会

ご案内
北海道印刷工業組合青年部事業委員会は、第20回北海道青年印刷人フォーラならびに平成

26年度全国青年印刷人協議会北海道ブロック協議会を下記により、第30回北海道情報·印刷
文典札幌大会の翌日に開催する。

今 期の事業推進テーマは「グローカル」です。
全青協としての「グローカル」とは、「地域の

資源を最大限に活用してブランディングを行い、日本
全国や世界をマーケットに考えながら発信することで
地域を活性化させる」、「地域活性プロモーターの域

を超えて、地域をブランディングして世界に向けて行
動していく」ことと考えています。
今回の協議会では、セミナーをはじめ、事例紹介、

ワークショップなどを予定しています。

記

1 開 催日時 平成26年9月6日土　13：30～17：00（受付13：00～）

2 開 催場所 アクセスサッポロ　2Fレセプションホール
（札幌市白石区流通センター4丁目3番55号　電話011-865-5811）

3 プログラム ⑴挨　拶 全青協議長 大木啓稔

⑵グローカルセミナー 全青協副議長 惠　勇人

⑶各ブロック事例紹介 全青協副議長 岡部信吾

⑷ワークショップ 全青協副議長 伊藤壽彦

⑸質疑応答

4 会 費 2,000円（レジュメ代・運営費として）

北海道印刷工業組合
メールマガジン配信登録受付中
メールマガジンの配信希望は、北海道印刷工業組合の
HPから申込受付を行っています。

［URL］

http://www.print.or.jp



8 北海道の印刷 第699号

「2014北海道情報·印刷産業展」
開催にあたって

新しい時代の印刷産業を見据え、ICT技術に機敏に対応する展示会として、平成
5年から取り組み、今年で22回目となる「2014北海道情報·印刷産業展」が、
9月4日㈭、5日㈮、6日㈯の3日間、出展49社153小間の規模で、札幌市白石区の
アクセスサッポロを会場に開催する運びとなりました。
「2014北海道情報·印刷産業展」に、ご出展いただきました印刷・情報機器、資
材メーカーならびに北海道印刷機材販売業者懇話会会員の皆様など、多くの関係
者各位のご理解とご協力に心から厚くお礼申し上げます。
印刷産業を取り巻く環境は、未だにアベノミクス効果が実感できなく、需要の減退、価格競争の激化による収
益の著しい低下のなか、デジタル技術の急進展による技術融合、業際化、顧客におけるペーパーメディアの生
産の活発化など様変わりしてきており、これまで経験したことのない大きな変革への対応が迫られています。
さらに、デジタル技術の目覚しい発展により、情報伝達の手段が多岐になり、一層精度の高いプロの技術

を探求し続け、情報産業と製造業を兼備し、ソリューション・プロバイダーへ進化して行かなければ将来展望
は描けなくなっています。
ソリューション・プロバイダーとして、社会の要求に応えるビジネスを推し進めるためには、自社の設備や技術
力を充実・向上させることはもとよりでありますが、同業者・関連業者・隣接異業種等とのコラボレーションを
積極的に推進することも一つの方法であり、新しいビジネス発掘の手がかりに繋がるものと考えられます。
そのためには、最新の技術動向・情報を収集し実践することが必須であり、「北海道情報·印刷産業展」
へ寄せられる期待は年々高まって来ているなかで開催します、今年の「2014北海道情報·印刷産業展」は、
道内印刷産業の将来を展望し、企業経営の価値を見出し、クロスメディアの推進に必要な印刷関連資材・
情報機器等の選択、情報の交流、ソリューションビジネスの構築等について、十分にご期待に応えられるもの
となるよう展示方法等に工夫を凝らし、一層の充実を図っております。
また、好評を博しています公式セミナーは、本年はさらに内容を充実し、「望まれる印刷・関連企業になる
ために【第8弾】」として、3つのジャンルで開催し、新たな情報発信を行います。
さらに、全道の皆様に、全国の優れた印刷製品を、見て、触れていただける、「第55回全国カタログ・ポス

ター展入賞作品展」、「2014年第65回全国カレンダー展入賞作品展」を同時開催します。
特に今年は、北海道印刷工業組合の「第30回北海道情報·印刷文化典札幌大会」が、会期中日の5日

にアクセスサッポロ内で開催され、本産業展の見学会が行われます。誠に力強い限りです。
新しいかたちの産業として発展を続ける印刷産業を、自身の目で確認するとともに、ユーザーの皆様や印

刷産業に興味を持たれる若人にその姿を的確に伝えるため、広く声を掛け合って、「2014北海道情報·印
刷産業展」に、多くの皆様がご来場されますことを切望して、開催にあたってのあいさつとします。

平成26年8月

北海道情報·印刷産業展実行委員会
会 長　板 倉 　 清
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印 刷産業界を取り巻く環境は、未だにアベノミク
ス効果が実感できなく、需要の減退、価格競争

の激化による収益の著しい低下の中、デジタル技術
の急進展による技術融合・業際化、顧客企業における
ペーパーメディアの生産の活発化など様変わりしてき
ており、これまで経験したことのない大きな変革への
対応が迫られている。
さらに、デジタル技術の目覚しい発展により情報伝
達手段が多岐になり、一層精度の高いプロの技術を
探求し続け、情報産業と製造業を兼備し、ソリューショ
ン・プロバイダーへ進化して行かなければ将来展望
が描けなくなっている。
2014北海道情報·印刷産業展は、道内印刷関連業
の将来を展望し、企業経営の価値を見出し、デジタル
化推進に必要な印刷関連資機材・情報機器等の選択、
情報交換、ソリューションビジネスを模索する絶好の
機会であり、ICT時代の道内印刷関連業の原動力とな
り、ひいては印刷産業界全体の発展に繋がるものと確
信している。
また、9月4日㈭は、「望まれる印刷・関連企業にな

るために【第8弾】」の3つの公式セミナーを開催す
る。
〔主催〕
北海道情報·印刷産業展実行委員会
北海道印刷工業組合
北海道グラフィックコミュニケーションズ工業組合
北海道製本工業組合
北海道フォーム印刷工業会
（一社）日本グラフィックサービス工業会北海道支部
北海道紙器段ボール箱工業組合
北海道印刷機材販売業者懇話会

〔後援〕
経済産業省北海道経済産業局、北海道、札幌市

〔協賛〕
㈱印刷出版研究所、㈱日本印刷新聞社、
ニュープリンティング㈱
〔会期〕
平成26年9月4日㈭、5日㈮、6日㈯
午前9時30分～午後5時（最終日は午後4時まで）
〔会場〕
アクセスサッポロ
（札幌市白石区流通センター4丁目3番55号）
〔交通案内〕
会場行無料バスは運行されていません。公共交通機
関をご利用の場合は、地下鉄東西線「大谷地駅」ま
たはJR函館本線「厚別駅」下車が便利です。自家用
車でご来場の方は、無料駐車場が利用できます。
〔出展機器〕
印刷機械、プリプレス機器、製本機械、情報機器、
その他加工機械等総合印刷機器
〔出展社・小間数〕
49社、153小間

2014北海道情報·印刷産業展
9月4日㈭・5日㈮・6日㈯／アクセスサッポロで開催

北海道情報·印刷産業展実行委員会（北海道印刷工業組合、北海道グラフィックコミュニケー
ションズ工業組合、北海道製本工業組合、北海道フォーム印刷工業会、（一社）日本グラフィックサー
ビス工業会北海道支部、北海道紙器段ボール箱工業組合、北海道印刷機材販売業者懇話会）
は、2014北海道情報·印刷産業展を開催する。

111：00～12：15
213：00～14：15
315：00～16：15
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2014北海道情報･印刷産業展出展一覧

製版・画像処理関連機材

㈱Too
PDF校正ソフトProofChecker PRO

㈱ピクトリコ
パッケージプルーフ用紙
インクジェット製版システム

富士フイルムグローバルグラフィックシステムズ㈱
インクジェットプルーフシステムPRIMOJET XG V5.4
FUJIFILM WORKFLOW XMF V5.5/R9.1
自動組版バリアブル印刷ソフトFormMagic4
Web Print APSサービスiAutolayMagic

三菱製紙㈱・ダイヤミック㈱
フレディアバイオレットCTP　VDP-CF3070
デジプレートTDP-459Ⅱ、TDP-670
デジタルサイネージ彩美S各種

㈱メディアテクノロジージャパン
ワークフローソリューションEQUIOS
大判インクジェットプリンタEPSON PX-H9000
カラープルーフィングシステムLab Proof SE
高速ラベルプリンタAFINIA
カラーマネージメントORIS PRESS MATCHER

印刷機械

リョービMHIグラフィックテクノロジー㈱
菊四裁寸延びオフセット印刷機524GX

POD機器

キヤノンマーケティングジャパン㈱
カラーオンデマンドプリンタimagePRESS C800/700
ColorWave650
プラズマディスプレイE

コニカミノルタビジネスソリューションズ㈱
オンデマンドプリンタbizhub PRESS C1070、1052
蛍光分光濃度計FD-7、XYステージ
デジタル印刷機CD86DP
アコブランズ デスクトップラミネータGL835PRO
スーパーファックス コンパクト製本機ファストバインドエリート
グラフテック カッティングプロッタFC4500-50

富士ゼロックス北海道㈱
カラーオンデマンドパブリッシングシステム Versant2100Press
フルカラー複写機DocuColor DC1450GA
グラフテック カッティングプロッタFC4500-50

リコージャパン㈱
カラーオンデマンドプリンタRICOH Pro C751EX、5100S
グラフテック カッティングプロッタFC4500-50

理想科学工業㈱
ORPHIS EX9050+ ORくるみ製本フィニッシャー
リソグラフME935W+封筒フィーダー

製本機械

㈱ウチダテクノ
紙枚数計数機カウントロンN2500、AT
帯掛機TP-WX、TP-WP
アエロカットnano
グラフィックウィザードCW6000
光枚数計数機CM2200

㈱勝田製作所
断裁機SH430HOW JMC-7、SH290HOP JMC-4fx

㈱正栄機械製作所
全自動紙折機コンビネ－ションKT菊全 手前ミシン付
全自動紙折機コンパクトKT56-4
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デュプロ万博㈱
カッタークリーサDC-646
丁合機DSC-10/20+DCR-ST
紙折機DF-1200
インクジェットプリンターHL-S7000DN

㈱永井機械製作所
断裁機NC-80HHDT

㈱ホリゾン東テクノ
ペラ丁合鞍掛け中綴じ製本システムStitchLiner6000
四六半裁全自動紙折機AFC-566FKT
横型プレススタッカーPST-40
自動筋入機CRA-36

情報機器・周辺機器・材料

アコ・ブランズ・ジャパン㈱
ラミネーター機620OS
デスクトップラミネータH365A3

エディックスシステム㈱
紙反転機

エソソン販売㈱
新プリントサービス　スマートチャージ

㈱沖データ
高速プロフェッショナルLEDプリンタ
　MICROLINE VINCI C941dn

㈱グラフィックサポート
XEROX C5000d
きりっ子MCX-AR

㈱江東錦精社
液ラミネーターkompac EZ koat15Ⅱ
卓上アルバム作成ソフトPanoramicBookSystem

㈱光文堂
KBD UV-LEDプリンタTEXTUR 3D HS
KBD インキ削減ソフトInkFit
KBD UVシステム後付装置イージックス
KBD 印刷品質検査装置Lab-vision
KBD 自動用紙排紙装置LESA
KBD UV-LEDインキ スーパーLEDインキ
KBD 3Dラミネートフイルム

㈱五色
印刷通販ベストプリント

㈱コスモテック
ハイプレッシャー加湿器ウルオス-50
スーパーピュアネスクリーンPC-500W/S

㈱サンクレエ
印刷業経営管理コアパッケージシステムひぐま7

シナジーコミュニケーションズ㈱
印刷通販サイト「浪速プリント」
印刷通販代理店募集

㈱情報工学研究所
Windowsデータ変換システム
　Ex-Image Workstation SSD

㈱竹尾
商品展示

東京ラミネックス㈱
ラミネーターRSL-382S、ALN3222
フルオートラミネートシステムTOLAMI TASⅡ
エアコンプレッサー
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㈱ニクニ
湿水濾過装置ECQ503

㈱日研化学研究所
商品紹介

ピーエス㈱
遠心式加湿器ABS
産業用除湿機DH

フォントワークス㈱
フォントライセンスプログラムLETS

㈱ホクラミ
ラミネーターLPD3226
販促品（ミニのぼり・スウィングPOP、ラミネートメニュー）
ノベルティ（携帯クリーナー・その他）
カードネームプレート・バナー
卓上ラミネーター

㈱ミマキエンジニアリング
インクジェットプリンタJFX200-2513
ルータ付カッティングプロッターKongsbergXN24

㈱ムサシ
名刺はがきプリンタMP-2100
業務管理システムM-Booster
オンデマンドプリンタ用光沢加工機DC-10
分光測色濃度計X-rite eXact

メディアコンフォート㈱
カードスリッター　きりっ子MCX-AR
再転写カードプリンタ　ニスカPR-C201
アストロジェットM1

武藤工業㈱
UVインクジェットプリンタVJ-426-UF
A1溶剤インクジェットプリンタVJ-628
カッティングプロッタVC-600
MPインクジェットVJ-1617HJ

㈱モリサワ
組版編集ソフトMC-Smart
可変印刷ソフトMVP7
電子情報配信サービスMC-Catalog+

㈱山櫻
CARD MATE Digica Rev5、EXⅡ、YJ-G650
高速インクジェットプリンタ ブラザーHL-S7000DN-

㈱ヨシダ機材
商談コーナー

和幸商事㈱
商品展示

その他

共同印刷機材㈱
印刷・情報機器相談コーナー

㈱フカミヤ
印刷・情報機器相談コーナー

北海道立札幌高等技術専門学院
電子印刷科紹介

北海道印刷工業組合
第55回全国カタログ・ポスター展入賞作品展
2014年第65回全国カレンダー展入賞作品展
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公式セミナーのご案内

事前予約制

「望まれる印刷・関連企業になるために【第8弾】」の公式セミナーを、3つのテーマで開催し
ます。奮ってご参加ください。

❶ 9月4日木　11：00～12：15
テーマ「キヤノンが考える新しいプリンティングビジネスの可能性」
講 師 キヤノンマーケティングジャパン㈱PPS企画本部 プロダクションシステムサポートセンター

部長  中野周行 氏
社会に流通する情報量が爆発的に増加し続け、生活者が処理できる情報量とのギャップがますます大きくなってきております。そ

の中で、生活者にいかに発信する情報に興味を持ってもらい、購買行動を起こさせるかがマーケティングのキーになってきております。
また、テクノロジーの進化により、“マス”から“個”へ、より精緻なマーケティングアプローチを図ることが可能になってきました。
本セミナーでは「マーケティング×印刷テクノロジー」を中心にキヤノンの“課題解決型プリンティングビジネスへの挑戦”を
ご紹介いたします。

❷ 9月4日木　13：00～14：15
テーマ「印刷会社にこれから本当に求められる～想いを形にする仕事～」

富士フイルムグローバルグラフィックシステムズ㈱・富士ゼロックス北海道㈱
講 師 感動会社 楽通　代表　田村 慎太郎 氏
お客様にとって印刷会社は必要なのでしょうか？答えはお客様にあります。
例えば、お客様はチラシという印刷物を作りたいのではなく、そのチラシを見てもらうことによって、見た人が来店する、商品を

買ってもらうという効果が欲しくて印刷物を作っています。
しかし、想いはあってもそれをちゃんとビジュアルに変えることができないお客様のほうが多いのです。
実はそこに印刷会社のチャンスがあるのです。
お客様のその先のお客様のことまで考え新しい印刷物の力をどんどん発信するそんな印刷会社になりませんか。
それをいろいろ事例を交えてお話しします。

❸ 9月4日木　15：00～16：15
テーマ「2つのワンストップから印刷ビジネス拡大を考える！」 ～既存ビジネスの隣に解がある～

リコージャパン㈱
講 師 ㈱バリューマシーンインターナショナル　取締役副社長　宮本泰夫 氏
印刷市場が縮小する中、印刷会社においてはソリューションビジネス提供型への転換やトータルサービス・ワンストップサービス

化を推し進めるという動きが活発化しています。
しかしながら、ただやみくもに思いついたことやお客様から求められた範囲のことを行ってもビジネスとして根付くのは難しいと

考えます。
本セミナーでは、バリューマシーンインターナショナルオリジナルである「縦のワンストップサービス」および「横のワンストップ
サービス」の考え方に焦点をあて、印刷ビジネス拡大のシナリオを考えます。

申し込みは、http://www.print.or.jp/form/form20140725-2.html

○会 場 アクセスサッポロ2階レセプションホール（札幌市白石区流通センター4丁目）
○定 員 80人（申込み先着順・定員になり次第締め切ります）
○受 講 料 無　料
○申込期限 平成26年8月22日㈮
○交通案内 自家用車でご来場の方は無料駐車場が利用できます。公共交通機関をご利用の場合は地下鉄東西線「大

谷地駅」またはJR函館本線「厚別駅」下車が便利です。会場行無料バスは運行していません。
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優勝の北海道知事杯を受ける小林雅宏氏（右） 準優勝の札幌市長杯を受ける林下英二氏（左） 1位の北印関連協会長杯を受ける池田哲氏（右）

競 技は、板倉大会長、岳副大会長の始球式でス
タートし、日頃から鍛えている腕と技を競い合

い、白熱したなかにもなごやかな親睦の輪を広げた。
競技終了後、午後5時からダブルペリアによる成績
発表、表彰式が行われ、優勝の小林雅宏氏（富士フイ
ルムビジネスサプライ）に北海道知事杯、準優勝の林
下英二氏（中西印刷）に札幌市長杯、1位の池田哲氏
（サクマ）に北海道印刷関連業協議会会長杯が贈ら
れた。

第27回北海道印刷関連業協議会ゴルフ大会
小林雅宏氏（富士フイルムビジネスサプライ）が優勝

第27回北海道印刷関連業協議会ゴルフ大会が、7月29日12時15分から札幌市南区の滝の
カントリークラブで29人が参加して開催された。

ベストグロス賞：見田義之（㈱アクティブ・リン）82

G HC N

優 勝 小 林 雅 宏 84 13.2 70.8
（富士フイルムビジネスサプライ㈱）

準 優 勝 林 下 英 二 90 18.0 72.0
（中西印刷㈱）

1位 池 田 　 哲 87 14.4 72.6
（㈱サクマ）

2位 板 倉 　 清 93 20.4 72.6
（㈱アイテックサプライ）

3位 杉 渕 好 美 91 18.0 73.0
（㈱プロセスレボ）

▶㈱ヒロミ産業社長に大和繁樹氏
株式会社ヒロミ産業（札幌市西区発寒14条2丁目2番21号）は、このたび、大和誠社長が取締役会長に就任し、
新しく代表取締役社長に大和繁樹氏が就任した。

▶大日精化工業㈱北海道支店が移転
大日精化工業株式会社北海道支店（奥山良平支店長）は、このたび、移転した。
［新住所］〒006-0832　札幌市手稲区曙2条4丁目1番70号　電話番号・FAX番号は、従来どおり。

▶北斗徽章株式会社
奈良伸一社長
〒062-0934　札幌市豊平区平岸4条9丁目2番13号　電話011-823-8393／FAX011-823-8356
札幌支部・西分区　平成26年7月1日加入

業 界 の う ご き

新 規 加 入 組 合 員



111：00 ～12：15
213：00 ～14：15
315：00 ～16：15


